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中国な どから の輸 入ドジョウに 多数寄生してい る小型

の顎 囗虫幼虫 の種名が まだ明らかに され なか った頃，西

村ら（1982），石井ら（1982）は，剛棘顎 囗虫 Gnathosto・71a

hispidum　Fedtschenko，　1872 であろ うと予想し，これ

をブ タに 感染させたが， いずれも 感染は 成立しなかっ

た．これと時を同 じくして著者ら（赤羽ら，　1982a，　b，c）

も囗 司様の考えからこの小型の幼虫を 一旦 ラットに感染

させ， そ の筋肉内から成長した 第3 後期幼虫advancedthird－stage　larva　

を とり出して ミニブタに感染させたと

ころ， 成虫 が得られ本幼虫 が剛体顎口虫の第3 前期幼虫early

third－stage　larva　であるこ とを実験的に証明する

こ とがで きた．

しか しレ 後述するように 外国の文献によると，剛体顎

囗虫では第3 前期幼虫 でも終宿主のブタに感染するとし

お れてお り（Golovin，　1956；　Dissamarn　d　湎・，　1966；Daengsvang，　1972　

；　Wang　et　d。　1976），酉村ら（1982），

石井ら（1982） の実験 の追試が改 めて求められていた．

今回 著者 らは，剛 体顎囗虫 の感受性 が ミニブタより高

い と思われ る黒ブ タ（バ ークシャー）に剛 棘顎凵虫 の第3

前期幼虫を直接感染させた ところ， きわめて よく感染

したのでその 結果をここに報告す る．

材料および方法

実験に用いたブ タは， 福岡大学 アユマルセ ンターで搆
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入飼育していた1．5ヵ月齢 の雌バ ークシャー1 頭であ る・

一方，感染させた幼虫は，　1984年11月下 旬に 購入した 中

国産輸入ドジ ョウの 内臓を人 工消化して得た剛 蝕顎 囗虫

の第3 前期幼虫であ る．上記 のブ タに合 計275 匹 の幼虫

を7 日間にわた り6 回にわけて経 口感染 させ た．感染 防

止と健康管理のため飼育期間中はすべて ブタ川 の固型 飼

料のみを与 え，　A．M．SⅢ 法による糞便検 査を不定期 に

実施した． 糞 便内にはじめて虫卵を 澗ミ認してから12 日

後，すなわち，初感染から96 囗目に剖検し，寄生虫 体を

確認するとともに，その数をかぞえて虫体回収率を求め

た．

成　　　 績

結果はTable　1 に示した．表からも明らかな とお り，

糞 便内に最初に虫卵が 確認されたのは 初感染から84 囗

目， 最終感染 から78日目の1985 年2 月23日で，　0．5　g　の

糞 便をA．M．S　m 法で集卵し，沈渣からわずか1 個 の受

精卵を 確認 した，その後も1 日おきまたは2 日お きに糞

便検査を実 施したところ ，虫卵は 徐々に増加し，初感染

から94 日目には0 ．5　g　の糞便中の虫卵数は12 個まで達し

た．そこで初感染から96 冂目， 最終感染 から90 日日 の1985

年3 月7 口に剖検した．その結果Fig ．1 にみられ

る ように 胄の粘膜に寄 生してい た多数の成虫を 証明し，

ド ジョ ウに寄生してい た剛 棘顎口虫 の第3 前期幼虫耿

直接ブ タに 感染し 得 るこ とが わか った， 雌 雄成虫のほ

か，まだ頭球 鉤4 歹Uの幼虫，そ れに， 頭球鉤4 列 の鞘に

包 まれ，そ の内部に多数 の頭球 鉤を有す る脱皮直 前と思

われる虫体 まで，さ まざ まな発育段階 の虫 体が 回収され

た．剖検時に寄生 の確認 された虫 体は 合計63匹，虫 体回

（9 ）
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Table　1　Experimenta 囗nfection　to　a　Berkshire　pig　with　the　early　third－stage　larvaof　G．　hispidum　from　loaches

N　　f　h　t　Age　of　host　No．　of　larvae　　First　positive　days‘0．　o　　OS　　　（month）　　　　infected　　for　ova　by　stool　examin．

Pig　1 1．5 275 84

Days　on
autopsy

96

No．　of　larvae
recovered

63

Fig．　1　Adults　of 　G、　hispidum　in　the　stomach　of　a　Berkshire　pig

収率は22．9％であった．しかし個体ごとの齢ならびに性

の確認はできなかった．

考　　　 察

これまでわが国では頤煉顎 囗虫の分布がみられなかっ

たために，その生活史に関する研究は全く行われていな

い．しかし著者らは，最近，日本産 ケン ミジンコに頤使

顎 凵虫が実験的 に感染し得ること （赤羽ら，　1982c），ド

ジョウの中の幼虫を淡水魚に与えると，その肝臓の中か

ら第3 前期幼虫のまま回収されること （赤羽ら，　1983）

などを明らかにしてきた．

また，文献的 には ケン ミジンコの第3 前期幼虫がブ タ

に感染するとの報告もみられることから（Golovin，　1956　；Dissamarn

　et　al．，　1966　；　Daengsvang，　1972；　Wangd

㎡・，　1976），著者 らは，剛 使顎口虫 が生きたドジョウ

とともに 輸入さ れてい るこ とを報告した 上で， ドジョウ

の大 量輸入が続き， これを ブタの飼料に でもす れば， ブ

タに感染して， 囗本に定着す る可能性があることを 警告

した．しかし 囗本の研究 機関におい て， 頤棘顎口虫 がブ

Recovery
rate　｛％）

22．9

夕に 感 染したのは ， 第3 後 期 幼 虫 を 与 え た 著 者 ら（1982c），

および吉村ら（1983） の実験だけで， 第3 前

期幼虫を 直接与え た実験は ことごとく感染が成立しなか

った．　したがって著者らの警告の実験的裏づげがなかな

かとれずに今日まで経過していた．今回バ ークシャーを

川いてよ うやくこの 感染経路 の 存在が 確認 されたわけ

で，この機会に輸入ド ジョウをブ タに与えた場合 の危険

性について改めて警告しておきたい．

しかし，自然 界で も飼育してい る場 合で も，ブ タが ド

ジョウを生食す る機 会がそれほ ど多い とは考え られず，

主要な感染経路にはな り得ないもの と考えている．むし

ろGolovin　（1956），　Dissamarn　d　aZ・　（1966），　Wang

et　al、（1972）が指摘するように， 水を 介して ケン ミジン

コ内 の幼虫が直接ブ タに感染す る経路 が主要 なルートな

のか もし れない． とくに ケン ミジンコ内で充 分発育した

幼虫は， 今回感染に 成功した ものと同 じ第3 前期幼虫で

あ ることか ら， こ の 感染 の 成立す るこ とは 充 分予想さ

れ， これまた 早急に 追試しなくては ならな卜 問題であ

る．

（10 ）



次に今回感染に成功した幼虫の発育速度についてみる

と，初感染から84日目，最終感染から78日 目にはじめて

糞 便内から受 精卵が確認された．一方 ，著者らが第3 後

期幼虫を バ ークシャーに感染させた結果では，初感染か

ら82 日目にはじめて虫卵が確認され（未発表），今回の

結果とほとんど差がなかった．また， ミニブタに第3 後

期幼虫を 感染させた結果では，感染後5 か月後にはじめ

て 虫卵が排出され（赤羽ら，　1982c），バ ークシャーの場

合にくらべ著しく長かヽ つた． これらの事実から， ミニブ

タ よりもバ ークシャーの方が剛棘顎 口虫の好適な宿主と

考えられ，今回の実験が，バ ークシャーを用いて成功し

たこ とは単なる偶然ではない もの と考えている．また，

本実験の虫体回収率22．9％も，著者らの第3 後期幼虫を

バ ークシャーに感染させた結果 とほぼ等しく，決して低

率ではなかった．

ま　と　め

1984年12月，生後1 ，5ヵ月齢 のブ タ（バ ークシャー）

雌1 頭に，中国産輸 入ド ジョウの内臓から採集した剛棘

顎口虫の第3 前期幼虫275 匹を7 日間にわた り，6 回に

お けて経口感染させた． その結果， 初感染から84 日目

に，はじめて糞便内虫卵を確認した．ついで，初感染か

ら96日 目，最終感染から90日 目に剖検した ところ， 胃の

粘膜ならびに 胃壁の組織内から 合計63 匹 の虫 体を検出

し，虫体回収率は22．9％であった．虫体は雌雄成虫 のほ

か，頭球鉤4 歹Uの幼虫も採集された．

稿を終わるに当た り，実験時種々御援助いただいた本

学ア エマルセ ンタ ー柤 罵康男獣医師，御校閲いただいた

木船悌嗣教授に謝意を 表する．
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！　Abstract　l
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STUDIES　ON　THE　LIFE　CYCLE　OF　GNATHOSTC：）MA　HISPIDUM

FEDTSCHENKO，　1　872

（2）THE　EXPERIMENTAL　INFE ・CTION　OF　A　PIG　WITH

THE　EARLY　THIRD－STAGE　LARVAE　FROM　LOACHES

Hiroshige　AKAHANE1 ）AND　TosHI ⅢRO　mako2）

（1）j£）屮7 だ四 nt　of　Paras沈面 gy，　School　of　Medicine，　Fukuoka　University，　Fukuoka　8バー01，　Japan；Fukuoka　Cit

バrnstitute　of　Public　Health，　Fukuoka　810，　Japan）

The　early　third－stage　larvae　of　Gnathostoma　hispidum 　were　collected　from　loaches　（Misgurnusanguillicaudatus

）　imported　from　the　mainland　China．　Twenty－five　t0　5　0　larvae　per　day　were　infectedcontinually　for　6　days　（275　larvae　in　total）　to　a　1．5－mo　nth－old　female　Berkshire　domestic　pig

．

Egg　of　Gnathost‘oma 　began　to　appear　in　the　stool　84　days　after　the　first　infection。

The　pig　was　sacrificed　96　days　after　the　first　feeding　or　90　days　after　the　last　infection，　and　63

worms　in　total　were　recovered　from　the　mucosa　and　muscle　layers　of　the　stomach．

The　worms　consisted　of　adults　of　both　sexes，　immature　worms　and　larvae　which　had　four　hooklet

rows．

（　12　）




